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ᴫ 要
本研究では㸪位置天文衛星 Gaia のデータを基に㸪クラスタࣜング解析によってプレアデス星ᅋにᒓするメンバーを

同定した㸬また㸪同定した星ᅋメンバーをⰍ-等⣭図にプロットし㸪星の進化ࣔデルをフ࢕ッ࢕ࢸングすることで㸪    

プレアデス星ᅋの年㱋を᥎定した㸬その後㸪᥎定した年㱋と文献値がᩚ合することを確かめた㸬

めにࡌࡣ .1
星ᅋは同ࡌ㡿ᇦでከ数の星がࡰ࡯同時にㄌ生することでᙧᡂされる㸬そのため㸪星ᅋにᒓする星は㸪ࡰ࡯同一の㊥㞳と

年㱋をᣢࡕ㸪ඹ通の㐠動を示す㸬本研究では㸪これらの性㉁を利用して㸪クラスタࣜング解析によりプレアデス星ᅋ（M45）
にᒓする星ᅋメンバーを同定する㸬クラスタࣜング手法には㸪࢞࢘スΰ合ࣔデル（GMM; [1]）を用いる㸬GMM は複数の  

正つ分布の㔜ࡡ合わせによってデータ分布を近ఝし㸪いくつかの集ᅋに分㢮する手法である㸬

ࢱ࣮ࢹ .2
本研究では Gaia Data Release 3 [2] によってබ㛤されているデータを౑用する㸬取得するデータの⠊ᅖは㸪M45 の   

おおよその୰心ᗙᶆである R.A. = 56.75 deg㸪 decl. = 24.12 deg を୰心に༙ᚄ 6 deg の෇にྵまれる天体とする㸬この⠊ᅖ

を設定することで㸪M45 の外⦕部に位置する星まで解析対象にすることができる㸬この⠊ᅖから㸪約103୓ಶの星を   

取り出すことができた㸬クラスタࣜング解析には㸪星ᅋにᒓする星の㊥㞳と㐠動方向が一⮴する性㉁を利用する㸬そのため㸪

星の㊥㞳を表す年࿘視差と天球面ୖの星の㐠動を表すᅛ有㐠動のデータを用いる㸬

3. ゎᯒ方法
本研究では GMM を用いたクラスタࣜング解析によって M45 のメンバーを同定した㸬それらを⦪㍈が⤯対ܩ 等⣭㸪ᶓ㍈が

୆୔ܩ 等⣭Ѹ ୔ୖܩ 等⣭のⰍ-等⣭図にプロットしたୖで㸪星の進化ࣔデルでフ࢕ッ࢕ࢸングし㸪星ᅋの年㱋を᥎定した㸬

GMM では㸪データを分割する数を஦前に指定する必要がある㸬以下の᮲௳ (1)㸪(2) を‶たすまでデータの分割数を

ẁ㝵的に増ຍさせ㸪その᮲௳を‶たす最小の分割数を᥇用した㸬(1) ㉥⤒方向および㉥⦋方向のᅛ有㐠動 ஑ߤ)
כ , (ஔߤ を  

㍈とする散布図にクラスタࣜング結果を表示した㝿に㸪(ߤ஑
כ , (ஔߤ ൎ (20.0, െ45.0) mas/yr ௜近の星集ᅋが明確に   

分㞳していること㸬(2) 年࿘視差 ߸ をᶓ㍈とするࣄストグラムにおいて㸪߸ ൎ 7.5 mas ௜近の星集ᅋが明確に分㞳して

いること㸬(1) と (2) は目視で明確に確認できるグループであり㸪対ᛂする星を M45 のメンバーとして᥇用した㸬

次に㸪得られた M45 のメンバーをⰍ-等⣭図にプロットし㸪PARSEC等時⥺ [3] という星ᅋの進化ࣔデルと比較する㸬等時⥺

はⰍ-等⣭図ୖで星ᅋの年㱋にᛂࡌてᙧ≧が変わるため㸪対数年㱋 logAge = 7.0–9.0 を 0.1 ้みで変化させたものをプロット  

した㸬等時⥺とM45 のメンバーが最も一⮴する logAge を求め㸪その値から M45 の年㱋を᥎定した㸬

4. 結果
データの分割数を 11 とした㝿に㸪前㏙した᮲௳が初めて‶たされた㸬その結果を図1

に示した㸬図୰のⓑい༑Ꮠが M45 のメンバーを表す㸬⫼ᬒは DSS の可視光撮像で    

ある㸬この解析により㸪同定された M45 のメンバーの数は 1610 ಶであった㸬次に㸪   

得られた星ᅋメンバーをⰍ-等⣭図にプロットし㸪最もよく一⮴する等時⥺とともに  

示したものを図2 に示した㸬図୰の星༳が星ᅋメンバーを表し㸪㯮い◚⥺が logAge = 8.4
のベストフ࢕ット等時⥺を表す㸬なお㸪logAge = 8.4 は約 2 ൨ṓに対ᛂする㸬

5. 考察と結ㄽ
図1 より㸪㡿ᇦ୰心で星ᅋメンバーのᐦ度が高くなっているため㸪GMM によって星ᅋ  

メンバーが適ษに同定されていると考えられる㸬また㸪図2 より㸪星ᅋメンバーが༢一の  

୺系ิୖに分布するため㸪ඹ通年㱋の星ᅋメンバーがᢳ出されていることが示၀   

される㸬最も一⮴する等時⥺の年㱋 logAge = 8.4 は先行研究 [4] によってሗ࿌されてい

る M45 の年㱋 logAge = 8.2 にࡰ࡯一⮴する㸬本研究と先行研究に差が生まれるཎᅉに

は㸪ダストによる星間減光や㔠ᒓ量の影響が考えられる㸬また㸪一部の等時⥺から  

外れて分布している星は㸪前ᬒ星や⫼ᬒ星のΰ入㸪あるいは㐃星の影響とᩚ合的である㸬

以ୖの結果から㸪プログラ࣑ングによって解析を⮬動化することで㸪人Ⅽ的な判断を

௓さࡎに㸪高⢭度かつ高㏿な星ᅋメンバーの同定にᡂຌしたと結ㄽづけられる㸬本研究

では㸪M45 の観測データのみを౑用したが㸪௒後は異なる散㛤星ᅋのデータにも    

本手法を適用し㸪その星ᅋメンバーの同定を行いたい㸬
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可視光観測での星の数をもとにしたM42周辺の星間減光マップの作成 
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要　旨 
星間減光量の分布を明˼かにす˾ことは、天文学の発展において重要であ˾。本研究では銀河系内で代表的な高密度分子

雲領域の一つであ˾M42周辺の星間減光の分布を、東京大学木曽観測所の105cmシュミット望遠鏡に搭載さ˿た観測装置

Tomo-e Gozenを用いた可視光での観測に˻って調査した。1観測夜の観測で458,780個の点源を検出し、観測領域におい

て最大で約6等級の減光が観測さ˿た。 

１．はじめに 
分子雲は、地球か˼の天体観測を妨げ˾要因とな˾一方

で、星形成が活発に進行す˾領域でもあ˾。この分子雲の

銀河系内の分布を正確に求め˾ことは天文学の発展にお

いて重要であ˽、過去にも様々な手法に˻˾研究が行わ˿

てきた(Dobashi et al.(2005)[1] など)。本研究では東京大

学木曽観測所の105cmシュミット望遠鏡に搭載さ˿た観

測装置Tomo-e Gozenを用いて可視光での観測を行い、

星間減光が大きい代表的な領域の一つであ˾M42周辺の

星間物質の分布を解析す˾ことを試みた。 

２．研究手法
M42周辺の約10度×8度の観測領域を1画素1.189秒角

の空間分解能、積分時間900秒で撮影し、データとして取˽

込んだ。こ˿˼のデータに対してスターカウント法を用いて減

光マップを作成した。 

具体的には、半値幅お˻び最大光度がノイズと十分に区別

でき˾ものを点源として抽出し、解析を行った。各点源につい

て中心のカウント値か˼一定距離離˿た位置でのカウント値

を差し引き、その値をGバンド[2]を用いて実視等級に換算し

た。次に、8.3ピクセル四方のグリッドで点源の分布マップを

作成した。さ˼に、減光を受けていない領域におけ˾点源数を

基準として同じ大きさのグリッドで減光マップを作成した。 

３．結果 
　木曽シュミット望遠鏡を用いた可視光での観測を解析した

結果、同一天体の多重検出を除外して458,780個の点源が

検出さ˿た。こ˿˼をもとに1観測夜の観測か˼広範囲の減

光マップを作成し、減光の分布を確認す˾ことができた。観測

領域内で最大で約6等級に達す˾減光が確認さ˿た(図1)。 

４．考察 
　３つのバンド(R,B,V)で観測さ˿たデジタル化写真乾板を

用いたDobashi et al.(2005)の手法と比較して、 

　・写真乾板の周縁部付近で不連続があ˾ため補正が必要　

　　であ˾。 

　・複数のバンドでの観測を統合す˾際に、異な˾ソースデー

　　タを参照してい˾。 

といった先行研究の制約は今回の手法に˻って補完す˾こと

ができ˾。

　我々が作成した星間減光マップ(図１)は大局的にDobashi 
et al.(2005)のものと良好に一致してい˾が、詳細に比較す˾

といくつかの差異が認め˼˿た。Dobashi et al.(2005)に対し

て本研究の減光マップでは銀緯の絶対値が大きくな˾につ˿

て減光量が系統的に大きく見積も˼˿˾傾向が確認さ˿た。 

　また、３つのバンドを組み合わせたDobashi et al.(2005)に
対して本研究の観測では検出さ˿た点源数が少なく、減光量

推定におけ˾統計誤差を抑え˾ためにグリッドのサイズを大

きく取˾必要があった。 

　今回の可視光観測に˻˾星間減光マップの作成に関す˾今

後の課題として以下のことが挙げ˼˿˾。 

　・大気の影響（雲など）をど˿ほど受けてい˾のかの検討 

　・系外天体に˻˾影響の検討 

　・形成中の星に˻˾影響の検討 

　・減光が無いとした領域の妥当性の議論 

　・銀緯方向への依存度の検討 

また、今後の展望として以下のことが挙げ˼˿˾。 

　・減光が無い部分の点源の数は主に銀緯方向の関数であ˾

　　ため、さ˼に観測す˾方向を増やすことに˻って˻˽正確　

　　なマップの作成ができ˾だ̀う。 

　・可視光を含めた様々な波長での観測に˻って星間物質の

　　性質が˻˽詳しくわか˾だ̀う。 
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